
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

草生栽培と地球温暖化 

果樹農家のみなさまへ、時季ごとの耳より情報をお届けします 

● 草生栽培は傾斜地にある樹園地等の地表面に草 

を生やし、土壌が流れ出さない様に抑える管理 

技術として当初は導入されました。 

● 現在では、堆肥施用に代わる有機物供給技術や乗 

用式草刈り機の普及に合わせた省力化技術とし 

ても広く活用されています。 

● さらに最近では、温暖化ガス抑制効果が注目され 

ています。つまり、大気中の二酸化炭素が樹や 

草に吸収された後、一部は分解しないで土壌に残 

り、炭素分として固定化されるという効果です。 

● この効果は、草を生やさない清耕栽培より草を生 

やす草生栽培において明確に現れます。 

● 現在、全世界の二酸化炭素排出量は約 342 億トン/年と膨大ですが、私たちの技術が

多少とも地球環境保全に貢献しており、未来のためにさらに出来ることから実施し

ていこうと考えるのはとても重要であると思います。 

 

 

 

● お気付きの方が多いと思いますが、今秋のモモの樹は赤

く紅葉したものが多く見られます。 

● 詳しく記録していませんが３～５年に１度ぐらいこのよ

うな年があります。おそらく、普通の緑色の色素は変わ

らず含んでいるのですが、アントシアニンなどの赤い色

素が８月下旬から生成し、赤く目立って見えていると思

われます。収穫後に伸びた新梢の葉は緑色のままです。 

● 原因は不明ですが、ちよひめ等の極早生品種や日川白鳳

等の早生品種に多いようなので品種特性の一つなのでし

ょう。 

● 最初は驚きます。しかし、今までこの現象を見てきた限

りでは、翌年の樹勢が極端に弱くなった、枯死したとい

う影響は特段聞いたことがありません。 

モモの赤い葉 

■中央支所     TEL：0553-22-5056     ■北部支所   TEL：0551-23-1111 

■南アルプス支所  TEL：055-282-0443        ■富士支所   TEL：0554-45-6611 

山梨県農業共済組合 

■本所 甲府市宝 1-21-20  TEL：055-228-4711 

赤く紅葉したモモ樹（ちよひめ） 

草生栽培モモ園土壌における炭素蓄積 


